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委員会活動  

平
成
平
成
１７
年
第
年
第
３
回
定
例
会

回
定
例
会
の
議
案
議
案
の
あ
ら
ま
し 

平
成
１７
年
第
３
回
定
例
会
の
議
案
の
あ
ら
ま
し 

１２
月
１５
日 

承
認
第
２５
号 

　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て
　
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
　
承
認 

承
認
第
２６
号 

　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
承
認 

承
認
第
２７
号
　 

　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水

　
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
承
認 

１２
月
２０
日 

議
案
第
６３
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
長
期
継
続
契
約

　
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

　
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
可
決 

議
案
第
６４
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
土
地
開
発
公
社

　
の
定
款
の
設
定
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
６５
号
　 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
可
決 

議
案
第
６６
号
　 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）
　
可
決 

議
案
第
６７
号
　 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下

　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
）
　
可
決 

議
案
第
６８
号 

　
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約
の

　
変
更
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
６９
号 

　
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
の
財
産

　
処
分
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７０
号 

　
土
浦
石
岡
地
方
広
域
市
町
村
圏
協

　
議
会
を
設
け
る
普
通
地
方
公
共
団

　
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

　
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７１
号 

　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７２
号 

　
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会
を
共
同

　
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
減
及
び
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７３
号
　 

　
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会
を
共
同

　
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
減
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７４
号
　 

　
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会
を
共
同

　
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
増
及
び
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７５
号
　 

　
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
減
少
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７６
号 

　
湖
北
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

　
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７７
号 

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
可
決 

請
願
第
４
号 

　
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
給
与
所

　
得
控
除
の
縮
小
等
、
勤
労
世
帯
へ 

　 
   

　
の
増
税
に
安
易
に
頼
っ
た
財
政
施

　
策
を
用
い
な
い
こ
と
を
求
め
る
」

　
請
願
　
採
択 

請
願
第
５
号 

　「
定
率
減
税
の
廃
止
・
縮
小
を
中
止

　
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
請
願
　
　

　
採
択 

請
願
第
６
号 

　「
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を
求

　
め
る
」
請
願
　
採
択 

請
願
第
７
号 

　「
公
務
員
の
労
働
基
本
権
確
立
を
求

　
め
る
」
請
願
　
採
択 

請
願
第
８
号 

　
道
路
整
備
の
推
進
を
求
め
る
請
願 

　
採
択 

意
見
書
第
４
号
　 

　
真
の
「
地
方
分
権
改
革
の
早
期
実
現
」

　
に
関
す
る
意
見
書（
案
）　
可
決 

意
見
書
第
５
号
　 

　
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
所
得
控

　
除
の
安
易
な
縮
小
を
行
わ
な
い
こ

　
と
を
求
め
る
意
見
書（
案
）　
可
決 

意
見
書
第
６
号
　 

　
定
率
減
税
の
廃
止
・
縮
小
を
中
止

　
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

　
可
決 

意
見
書
第
７
号
　 

　
公
務
員
の
労
働
基
本
権
確
立
を
求

　
め
る
意
見
書（
案
）　
可
決 

意
見
書
第
８
号
　 

　
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を
求

　
め
る
意
見
書（
案
）　
可
決 

意
見
書
第
９
号
　 

　
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見

　
書（
案
）　
可
決 

議
長
発
議 

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
　

　
決
定 

１２
月
８
日
か
ら
１２
月
２０
日
ま
で
１３
日
間 

▲神立駅周辺整備構想図 

▲区画整理  計画図 

神立駅周辺地区整備調査特別委員会 

神立駅周辺地区の整備概要 
　駅前広場面積として４,８００㎡，バス乗降場３バース，
タクシー乗降車場各１バース，タクシープール２０台，
企業バス乗降場１バース，一般駐車場１０バース，一般
駐車場は身障者用１台を含み10台となります。また，
都市計道路神立停車場線の一部も整備予定エリアに入
っています。 
西口整備の区域は約２.１ｈａで土浦市が約１.３ｈａ，かすみ
がうら市が約０.８ｈａになります。 
　地権者・権利者への説明会を１０月２９日（土）・３１日（月）
午後７時から，神立コミュニティーセンターで実施し，
コーディネート業務の一部説明と現況測量及び調査へ
の協力を依頼しました。 
　当委員会としては，ＪＲ東日本との一体性をもった
整備と地権者・権利者の合意形成が必要だと思われま
すので，今後も引き続き調査を実施することにいたし
ました。 
 

《１０月５日開催》　 
　１）神立駅地区事業計画策定（コーディネート） 
        業務の報告について 
　２）地元説明会について 
 

神立駅 神立駅 

土浦市 かすみがうら市 土浦市 かすみがうら市 

３・４・２　中貫・白鳥線（１８m）整備済 

３・４・１　神立停車場線（１８～22m） 

３・
４・
８　
真
鍋・
神
立
線（
１6
m
） 

（仮称）神立駅前東通線 

（仮称） 
出島用水幹線 

橋上駅舎・自由通路 

（仮称）神立駅西口地区 
土地区画整理事業（約2.1ha） 

（仮称）神立駅東口駅前広場 

３・
４・
８
　
真
鍋
・
神
立
線
 

　
　
　（
１
6m
）整
備
済
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委員会活動 

平
成
平
成
１８
年
第
年
第
１
回
臨
時
会

回
臨
時
会 

平
成
１８
年
第
１
回
臨
時
会 

承
認
第
１
号
　 

　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て 

　
鹿
行
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

　
合
火
葬
場
事
業
に
関
す
る
事
務
の

　
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部

　
を
改
正
す
る
規
約
　
承
認 

議
案
第
１
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
消
防
本
部
及
び

　
消
防
署
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
可
決 

議
案
第
２
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
火
災
予
防
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
３
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
４
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
オ
フ
ト
ー
ク
通

　
信
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て
　
可
決 

議
案
第
５
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
情
報
公
開
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
６
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
個
人
情
報
保
護

　
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
７
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
定
数
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
８
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
再
任
用

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て
　
可
決 

議
案
第
９
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
分
限
に

　
関
す
る
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　

　
可
決 

議
案
第
１０
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
懲
戒
の

　
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
１１
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員

　
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
１２
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て
　
可
決 

議
案
第
１３
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
特
殊
勤

　
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
１４
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
手
数
料
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
１５
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
会
計
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
１６
号 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一

　
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）
可
決 

議
案
第
１７
号 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介

　
護
保
険
特
別
会
計
予
算
　
可
決 

発
議
第
１
号 

　
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
委
員
会
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

  

１
月
３０
日
開
催 

長野県千曲市議会　（平成１５年９月１日，更埴市・更級郡上山田町・埴科郡戸倉町が合併。人口６４,５４９人。） 

▲千曲市議会 

議会運営委員会及び 
議会だより編集特別委員会活動 

研修テーマ ： 議会活性化への取り組みについて 
　　　　　　議会だよりの編集の現状と課題について 

　議員の任期は，合併特例法の在任特例（平成１７年４月３０日までの１年１０ヶ月）
を適用。議員定数は，地方自治法第９１条第２項の規定により２８人と決定する。 
　会派による代表質問は，３月のみ持ち時間60分以内で答弁は含まない。個人質
問は，持ち時間３０分以内で答弁は含まない。議会の活性化のため，対面方式と一
問一答方式を採用した。 
　しかし，対面方式は，傍聴者から質問議員の顔が見えないとのことから，カメ
ラとモニターを２台設置した。また，CATV株式会社信州ケーブルテレビの協力
により，定例会(本会議・委員会)を，生中継及び再放送にて放映している。加入
率は５９.１%である。 
　千曲市議会だよりは，年４回発行。２１,２００部，１６～２４ページにて市内の全世帯
に配布している。基本的には，議会広報特別委員会で編集に当たり，議会事務局は，その開催通知を出す程度である。
議会広報特別委員会では，読みやすい紙面づくりのため，以下の５つの視点を心がけて取り組んでいます。 
①市民を多く登場させる。②インパクトのあるタイトルにする。③写真を使用する。④わかりやすい写真にする。 
⑤季節にあった表紙にする。 
 

岐阜県下呂市議会　（平成１６年３月１日，萩原町・小坂町・下呂町・金山町・馬瀬村が合併。人口４０,１０２人。） 

　合併後５０日以内に新市条例定数で設置選挙を行う。議員定数は，地方自治法
第９１条第２項の規定により２６人と決定する。設置選挙は，関係町村を単位とし
た選挙区を設け，各選挙区ごとの定数は，萩原町７名，小坂町３名，下呂町９名，
金山町５名，馬瀬村２名に決定する。小選挙区の定数設定は，まず各町村に１
人を割り当てて，残りは人口割で調整した。小選挙区での実施に当たっては，
合併協議会で検討し決定したが，住民からは，大選挙区でとの声もあった。一
般質問は，一人持ち時間４０分以内（答弁時間も含む）で行っている。質問の方法・
回数等については，かすみがうら市と同様である。通告表はできるだけ詳細に
記入し，関連質問は認めていない。 
　下呂市議会だよりは，年４回発行。部数１２,７００部，経費１,５８７,０００円。議会報

編集特別委員会の人数は，７人で議員各自で原稿を作成し，委員において編集・構成を行う。特に，一般質問の掲載
については，質問･答弁を４００字以内に内容を要約し掲載。再質問の内容については掲載をしていない。 
　かすみがうら市議会でも，議会の活性化及び議会だよりの編集に今回の研修内容を参考にし開かれた議会を目指し
て行きたいと思います。 
 

▲下呂市役所前 

各
種
条
例
等
１８
議
案
可
決 

各
種
条
例
等
１８
議
案
可
決 

１億４，３７０万１千円追加 １億４，３７０万１千円追加 


